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Ⅰ.　緒 言

Echinostoma科 吸虫類の病原性に関する基

礎的知見は今 日迄極めて乏 しく,就中Echino

stoma cinetorchisに 就 て は 全 く知 られ る と

ころがなかつた.本 吸虫は高橋,石 井,上 野

(1930)50)が はじめて人体 寄 生 例 を報告 して

以来,逐 次その人体寄生症例が追加 され注目

されるようになつた.私 は本吸虫の病原性 の

解明を目的 として実験病理学 的研究を行い,

前編に於てその全貌を明かにし本吸虫の病原

性を立証した.し か るにその実験の過程に於

て私ははからず も本吸虫の肝内寄生及 びそれ

に基く肝病変に遭遇 した.こ の所見は本吸虫

に於ては勿論,広 くEchinostoma科 吸 虫 類

に於て文献上全 く未知の新 事実であ るのみな

らず,腸 管内寄生吸虫類の肝内異所寄生は未

だ他にその類例を見 出 し得ないので重要な る

問題を包蔵す るもの と思われ る.よ つて私 は

更に肝内寄生の成立機序を解明すべ く本研究

を企図したのであ る,茲 にその成果の大要 と

共に前編の症例に属する肝寄 生例の所見を併

せ綜合して報告す る次第 であ る.

Ⅱ.　実験材料並に実験方法

実験材料は概ね前編に於け ると同一にして,

 50乃 至60gの 幼 若ラ ッ トを約1週 間準備飼育

し,そ の間糞便検査に よりあ らか じめ腸寄生

虫なきを確かめた後実験に使 用した.

Echinostoma cinetorchisの 被嚢 幼 虫 は前

編 と同 じ く岡山県 井原市高屋地方の水田に棲

息す る田螺 よ り分離せ るものを使用 した.

動物を3群 に分 ち,第1群(8匹)は 被嚢

幼虫投与後普通に給餌飼養 し,第2群(8匹)

は被嚢 幼虫投与後1乃 至3日 間の完全絶食を

15日 お きに5回反 復 し行つた.第3群(6匹)

は被嚢 幼虫を投与せず対照 とした.但 し第1

群のNo. 1とNo. 2は 前 編の実験A群No. 5,

 No. 6の 動物 を改編 した ものであ る.

実験動物への被嚢 幼虫の投与方法は10数 日

に亙つて毎回平均30個 総 数300乃 至500個 を経

口的 に没 与し,全 実 験期間を100日 とした.

但 し実験の途中死亡した ものが5例 あ る(附

表参照).

動物は死亡又は屠殺直後に剖検し,各 例に

つ き全腸管内に於 け る成虫の寄生数を確めた
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後 肝 臓 を全形 の ま ゝ取 出 し, 10%「 ホ ル マ リ

ン」 水溶 液で 固 定 し,多 数 の併行 薄 切 片 をつ

くり肉眼 的 病 変 部 の 組 織 片 を選 定 し,「 パ

ラ フ ィン 」 切 片 を 作 る.染 色 は 主 と し て

Haematoxylin-Eosin重 複 染 色,必 要 に応 じ

てWeigertの 弾 力線 維 染 色, Mallory染 色,

 Van-Gieson染 色, Bielschowsky染 色 を 行 つ

て鏡 検 した.

Ⅲ.　実 験 成 績

A.　 Echinostoma cinetorchisの 被嚢 幼虫

投与後無処置群の肝所見

1)　第1例(No. 1)の 肝所見

本例はEchinostoma cinetorchis成 虫 の腸

管 内寄 生数82隻 にして,全 実験例 を通 じ最多

数 の寄生であつた.本 例 の肝内には本吸虫の

寄 生が見出 された.即 ち第5葉 上部の肝組織

切片標本に於 て比較的 たなる肝胆管内に本吸

虫の介在が 確認された(附 図1).虫 体の形状

は箆形に して,固 有の刺棘を有す る頭冠を具

え,体 表には体 の前端 よ り腹吸盤下面の高 さ

に至るまで 皮棘 の発生あ り前端部に於 て密で

後方に至 るに従い粗 となる.口 吸盤,前 咽頭,

咽頭,食 道,腹 吸盤,腸 管の組織学的構造を

認め得 る.な お口腹吸盤の内腔には組織片又

は組織破壊片が合 まれている.

肝管内咳び胆管壁,ゲ 氏鞘,肝 小葉内の諸

々には本吸 虫の虫卵が散 見され る.肝 組織内

の虫卵は淡 黄色 楕円形にして,卵殻 薄 く鈍端

に小蓋があ るも特に肥厚を示 さない.内 容 と

して小蓋 の近 くに1個 の卵細胞 を見 るものあ

り,卵 細胞は多 くは2個乃至数 個に分割 し,

時 に桑 実状 を呈す るもの もあ る.卵 細胞の周

囲には顆 粒状を呈 す る卵黄 細胞が 多数に認め

られ る(附図2).

肝内胆管 は上 皮の剥離多 く一 部扁平化す る

他,変 性,壊 死に陥 る ものがあ る.内 腔には

虫卵,好 中球並 にそ の核片,粘 液,菌 塊,組

織頽廃物 を充 し,胆 管壁並に周囲組織には極

めて多数の好中球の浸潤が著明に見られ る.

また胆管の炎性変化は周囲の実質 内に波及し,

この 部の肝細胞は萎縮,溷 濁瞳脹 惹くは壊死に

陥 る.胆 管の炎症は細小胆管にも及び,中 に

はグ氏鞘全体に拡が り,一 部に於ては門脈炎

を伴 う.虫 体又は虫卵 の介在す る胆管部の炎

症並に組織破壊は殊に著 し く,肝 胆管並に周

囲組織は著 しい溷 濁腫脹或は壊死に陥つてい

る.本 例に於け る病変は滲出性炎を主 とし,

小葉間結合織の増殖並に虫卵結節形成は見ら

れない.肝 小葉内には主に中間帯に周囲の健

常肝細胞 と明瞭に境 された大小種々の円形壊

死巣が現れ る.巣 内肝細胞は染色性著しく不

良にして一様に淡紅色無構造 とな り,内 に少

数の好中球の散在を見 ることが多いが,全 く

空虚な るものもあ り,稀 には好中球浸潤多数

のため膿瘍化せ るものや赤血球を充満せる出

血性壊死巣 もあ る.ま た一部には肝細胞が細

胞境界のみを残 して融解 し所謂網状巣を示す.

上記の円形壊死巣は一般には肝小葉の内部に

孤在す るが,内 には中心静脈又はグ氏鞘 と連

接 してい るもの もあ る.

2)　第2例(No. 2)の 肝所見

本例に於け る腸管内寄生虫数は53隻 にして,

肝内に寄生す る虫体を見出し得なかつたが,

肝胆管内の所 々に介在せ る虫卵を多数に証明

し,虫 卵の一部は グリソン氏鞘,肝 小葉内に

も見出された.

胆管は一般に稍 々拡張 し,上 皮は一部剥離

した り変性,壊 死に陥 るもの もあるが,上 皮

の増殖が著 しい他,胆 管並に潤管の新生増殖

が著明で腺 腫 状 増 殖 を 呈 す るところもある

(附図3).本 例は小葉間結合織 の増殖が著 し

く,ゲ 氏鞘は一般に浸潤細胞多き肉芽組織の

状態を呈 し,増 殖せ る結合織は圧排性に周囲

に及ぶ他,浸 潤性 に小葉を侵し遂には隣位鞘

と相接着し小葉 を輪 状に囲繞 す るところも見

られ る(附図4).浸 潤細胞は主に リンパ球,

単球,少 数の好中球 よ りな る.小 葉周辺部の

肝細胞は逐次消失す るに至 る他,一 方に於て

変性著 しき肝細胞索片又は個々に解離せる肝

細胞が増殖結合織 中に片々残留 している.他

方一部の肝細胞は肥大増生 し, 2核 又は多核

とな り再生像を示 している.本 例に於ては処

々に1乃至10個 の虫卵 を中心 とする粟粒大の
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限局性病巣を形成するところあ る.虫卵 の

周囲に頽廃物を含む 好中 球浸潤層,単 球層,

異物巨細胞を伴 う肉芽層の三 層が区別 され る

ものと全層が肉芽組織 よ りな るもの とがあ る.

周囲の肝細胞は圧迫萎縮を受けてい る.尚 小

葉内には大小種々の不正円形壊死巣が見 られ

る.そ の境界は比較的不規則不明瞭に して巣

内の肝細胞は融解せ るもの多 く,内 に線維芽

細胞並に幼若結合織の新生増殖が見られ る.

但し第1例 に比 し壊死巣の数は比較的少数で

ある.

3)　その他の症例の肝所見

本群中その他の症例では腸管内にNo. 3

 14隻, No. 4: 27隻, No. 5 35隻, No. 6:

 31隻,No. 7: 32隻, No. 8: 22隻 の 本 吸虫

の寄生を認めたが,肝 内に本吸虫の虫体又は

虫卵の証 明 され た ものは ない.然 し胆管 周囲

の少数 の リンパ球 の 出現 は6例 中5例 に認 め

られ,胆 管 の極 め て軽 度 な増 殖 を示 す もの3

例,小 葉内に若干 の限 局性 小 壊死 巣 を形 成 せ

るものは2例 あ る.但 し これ らの肝 病 変 は 本

吸虫の肝内寄生例 の それ に比 較 すれ ば 極め て

軽微であ る.そ の他 には特 筆 す べ き所 見を 認

めなかつた(附 図5, 6).

B.　 Echinostoma cinetorchisの 被 嚢 幼虫

投与後飢餓施行群の肝所見

本 群 の本 吸 虫腸管 内寄 生 数はNo. 9: 52隻,

 No. 10 16隻, No. 11: 24隻, No. 12: 38

隻, No. 13: 9隻, No. 14: 26隻, No. 15

 37隻, No. 16: 42隻 に して, No. 9, No. 12,

 No. 16の3例 に肝 内 に寄 生せ る虫 体 又 は処

々に介在せ る虫卵 を証明 した .

1)　第1例(No. 16)の 肝所見

本例に於ては比較的大な る肝胆管内に寄生

せう本吸虫を3匹 見出 し(附図7),又 胆管内

の所々に介在せ る虫卵 を多数認めた(附 図8) .

虫体の寄生せる胆管並に周囲組織は高度の

変性又は壊死に陥 り僅かにその面 影を とどめ

るにすぎず,好 中球並にその核片が多数に存

し,極 めて著 しい化膿性並に壊死性炎症像を

呈している.本 例に於 ては胆管炎並 に胆管 周

囲炎は虫体又は虫卵 の介在如何 を問わず高度

広が にして,中 等大胆 管は 勿論 細小胆 管 に至

るまで著明な炎症像 を呈 し,一 部門脈 及び肝

小 葉内に波及す るところが砂 くない.即 ち門

脈周囲並に壁の一部に著 しい好中球の浸潤が

あ り,内 腔に炎症性滲出物や凝血を充 してい

るもの多 く,稀 には血栓形成が 見られ る.ま

た小葉周辺部の肝細胞は溷 濁腫脹,水 泡変性

等種々なる変性像を呈す る他,一 部壊死に陥

つている.

肝小葉内には 主三に中間帯に円形又は類円形

を呈す る限局性 の壊死巣が出現 している(附

図9).そ の)くい さは大小 不 同 にして通常10

数個乃至数10個 の肝細胞 大に して,稀 に小葉

大に達す る.こ の壊死巣は周囲の健常肝細胞

と鋭利に劃 され,一 様に淡紅色無構造 となつ

てい るものが多い.然 し一部には肝細胞が顆

粒又は泡沫状 とな り淡 き核の残影 と共 に病巣

周辺部に認められる ことがあ る.巣 内には少

数の好 中球並にその核片を入れ るもの多 く,

好中球浸潤多数のため膿瘍化せ るものも見 ら

れ るが,全 く空虚 な もの もあ る.こ れら壊死

巣の内,時 期の進 んだものは肝細胞が細胞境

界に相 当す る部のみを残 して融解 し網状巣 と

なつてい る.本例 に於 ては小葉間結合織の増

殖並に明かな虫卵結節形成 は見出 し得ない.

尚本例 は実験開始後91日 目に衰弱 し死亡 した

症例であ る.

2)　第2例(No. 9)の 肝所見

本例 に於 ては胆管内の所々に介在せ る虫卵を

多数証明 した.

肝胆管 は稍 々拡張 し,上 皮は一部剥離す る

他,変 性,壊 死に陥 るが,部 位によ りては著 し

く増殖 してい る.ま た胆管並に潤管 の新生増

殖が著 しいが,腺 腫状又は乳嘴 状の増殖は見

出 し得ない.こ れ らは既に内腔を形成 し完成

してい るものが多いが,上皮 のみが増殖結合

織内に異常に増殖せ るところ もあ る.胆 管内

には虫卵,炎 症性 滲出物の他,稀 には菌塊が見

出され る.胆 管壁並に胆管 周囲には リンパ球,

好酸球,好 中球を主 とし単球.形 質球を混ず る

細胞浸 潤が著 しい上に,線 維芽細胞並に幼若

結合織の新生増殖 も可成 り著明であ る(附 図
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10).　虫卵 の介在す る ところでは好 酸 球 の浸

潤が殊に著 しい.か か る炎症は可成 り広汎に

してグ氏鞘全体 に拡が り,一 部肝小葉 に も浸

潤性 に波及 してい る.従 つ て小葉周辺 部の肝

細胞は種々なる退行性病 変を呈してい る.但

し著 しい小葉間結合織の増殖 及び小 葉の改築

像 はない.小 葉内には主に中間帯 に周囲の健

常肝細胞 と容易 に区別 され る不正 円形の限 局

性壊死巣が散 見され る.巣 内は空虚な る もの

もあ るが,少 数の好中球並 にその核片 を容れ

るものが 多い.そ の他 虫卵を中心 とす る結節

形成が 見られ る(附 図11).こ の結 節 は 粟粒

大に して類円形を呈 し, 1乃 至10個 通例5,

 6個 の虫卵を入れ るもの多 く,虫 卵 の周囲に

軟化巣を形成す るや否やに よ り2型 に区別 さ

れ る.第 Ⅰ型は好中球を主 とす る浸潤細胞並

にその核片,組 織退廃物 よ りな る軟化 巣内に

虫卵が位 し,そ の外囲に変性著 しき肝細胞を

含む単球層が認め られ る.最 外層は異物 巨細

胞を伴 う肉芽層にして,好 中球,リ ンパ球,

単球,好 酸球等の浸潤 も著 しい.第 Ⅱ型は個

々の虫卵 の間に も肉芽 が侵入 して虫卵 を個々

別 々に被包 している.そ の外囲に変性又は壊

死せ る肝細胞が解離 して存 し,そ の間に も線

維 芽細胞並に幼若結合織が不規則に侵人して

い る.最 外層は Ⅰ型 と同 し く肉芽層であ る.

結節周囲の肝細胞は著 し く圧迫萎縮を受けて

い る.

3)　第3例(No. 12)の 肝所見

本例に於ては比較的小な る胆管内に介在せ

る虫卵を証明 した(附 図12).

虫卵の介在に よ り胆管は稲 々拡張 し上 皮の

は 部は剥離消 失し
,胆 管壁並に胆管 周囲に好

中球,リ ンパ球,好 酸球等 の炎性 細胞が浸潤

してい る.但 し本例の病変は軽度 民限局性で

あ り,胆 管炎並に胆管周囲炎に とどまる.

4)　その他の症例の肝所見

本群8例 の内他の5例(No. 10, No. 11,

 No. 13, No. 14, No. 15)に は 肝 内に虫体

又 は虫卵は見出 されなかつた.然 しその内1

例(No. 11)は 比較的大なる肝 胆 管 の拡張,

肥 大増殖が著 し く,内 膜上 皮は剥離消失又は

変性,壊 死に陥 り,主 として胆管壁一部胆管

周囲に好酸球,好 中球,単 球,リ ンパ球等の

細胞浸潤が著 し く,内 腔には粘液及び変性上

皮並に炎症性滲出物 よ りな る頽廃物を容れ,

可成 り著明な肝 胆 管 の 炎症 像 を呈している

(附図13).殊 に浸潤細胞 として好酸球の出現

が著 しい.こ の所 見は 本吸虫の肝内寄生例の

肝病変に酷似 してい る.

肝内に虫体又は虫卵 の見出されなかつた5

例 中他 の4例 は前述の被嚢 幼虫投与 後無処置

群の内,肝 内に寄生を見なかつた症例の所見

と略 々同一てある(附 図14並 に附表参照).

C.　対照群の肝所見

Echinostoma cinetorchisの 寄 生実 験 を行

わない対照動物(6匹).に 於ては肝内に虫体

又は虫卵は勿論証明 されず,胆 管 の拡張,上

皮の剥離,内 膜の肥厚,増 殖等の異常所見な

く,そ の他門脈,肝 動脈,肝 小葉等に も異常

がない.但 し胆管周囲に少数 の リンパ球並に

若干の単球 の出現は稀に認 められ ることがあ

るが,異 常な細胞浸潤はない.

D.　 Echinostoma cinetorchisの 肝内寄生

例の肝所見小括

前述のNo. 11も 恐 ら く本 吸 虫の肝内寄

生例 と解 され るが,本 論文は本吸虫の肝内寄

生に関する基礎的知見 を解明す ることを主た

る目的 とした故に,こゝ には肝内に虫体又は

虫卵が実証 されなかつた症例は除外し,そ れ

が実 証された5例(No. 1, No. 2, No. 9,

 No. 12, No. 16)の 肝所見を総括記述する.

肝胆管の病変は 本吸虫の肝内寄生 に基 く肝

病変の主軸をなす ものにして5例 全部に認め

られ る.そ の病変の性格は滲出炎と増殖炎の

2型 が あ り, No. 1, No. 12及 びNo. 16

の3例 に於 ては化膿性滲出炎を, No. 2及 び

No. 9に 於ては線維性 増 殖炎を主体 とする.

胆管並に胆管周囲炎は虫体又は虫卵の介在部

に於て特に著明であ るが,そ の他の部位に於

て も著 し く,中 等 大胆管は勿 論細小胆管にも

見られ,高 度広汎に してグ リソン氏鞘全体に

一様に拡が り
,一 部門脈,肝 小葉にも浸潤性

に波 及す る場合が多い.ま た胆管は一般に稍
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拡々張している.尚 増殖性病変 としては小葉

間結合織の増殖が著 しい他,胆 管並に潤管 の

新生増殖があ り,稀 には腺腫状増殖 を示す と

ころがある.

本吸虫の虫卵結節は増殖炎を主体 とす る例

にのみ認められ,虫 卵の周囲に軟 後化巣を形成

する結節 と然らざるもの との2型 が区別され

るが,概 ね類円形 を呈する粟粒 大の肉芽結 節

にして周囲の肝細胞を著 しく圧迫 してい る.

小葉内には主に中間帯 に不正円形を呈 する

限局性壊死巣が多発し,そ の間に網状 巣や膿

瘍化巣が混在してい る.単 内に於て は肝細胞

が染色性著 しく不 良 に して 一 様に 「エ オジ

ン」に淡染する同質性 無構造の蛋 白様凝塊 と

なり,少 数の好中球並にその核片を散在 して

いるものが多い.増 殖炎型例の壊死巣 は境界

が比較的不明瞭 にして不正 形を呈す るもの多

く,線 維芽細胞及び幼若結合織が侵入し,一

部肉芽化せ るものもあ る.一 般に壊死巣の数

は滲出炎型例に比 し比較的少数であ る.

Ⅳ.　総括並に考按

Echinostoma cinetorehisの 病 原 性 を解明

する意図をもつた実験病理.学的研究の過程に

於て私ははか らず も本 吸 虫に於 て は 勿 論

Echinostoma科 吸虫類に於て,ま たひろ く腸

管内寄生吸虫類に於て も,未 だ全 く場未知の新

事実に属する本吸虫の肝内寄生を見出した.

この問題を一層明確にす ると共にその成 立機

序を究明すべ く本研究を行 つた結果,本 吸虫

は特種な要因の下に肝内に異所 的に寄生 し,

特異な肝病変を招来す ることが立証 された.

腸管内寄生虫が肝内に異 所的に寄生す るも

のとして線虫類に於て蛔 虫,鉤 虫,東 洋毛様

線山があ り,絛 虫類に於 て無釣絛 虫,)犬 膜様

絛虫が報告されているが7)23)26)31)32)64),吸虫

類に於ては未だその類例 を見出し得ない.従

つて本吸虫の肝内異所寄生 は腸管内寄生吸 虫

類に於ては じめて知 られた事実であ り,全 く

新しい問題が展開 された ことにな る.

抑々寄生虫の異所寄生には肺 ゲス トマの如

く移行幼虫が 本来の定座臓器に至らずに異常

の個 所に迷入す る場合 と蛔虫の如 く成虫が本

来の定座臓器か ら二次的に異常の個所に移動

す る場合 とかあ る.本 吸虫の肝内への 所行は

幼 虫が肝内に異所的に定座 し,成 熟す るに至

つた ものか,成 虫が総輸胆管 を経由して二次

的に移動 した ものか容 易に速断 す ることは許

されない.然 し肝内寄生 例の全 例に於て成虫

又は虫卵が肝胆管内に 介在し,肝 病変が胆管

を中心に惹起 され而 も腸内細菌の繁殖が参 与

せ る組織像を呈としているので,成 虫が総輸胆

管 を経由して二次的に移動す るもの と解す る

方が 妥当の よ うである.但 し一方に於て動物

第11号 の如 く,本 吸 虫寄生に基 く肝病変 と質

的に同様の所 見を呈 す る症 例に於て虫体 も虫

卵 も証明 されない ことがある.成 虫の寄生生し

た場 合虫体は見損 じる可能性があるとしても

虫卵が見出 されない とい うことは先ず考えら

れない.故 に これは成 虫に比 し移動性に富む

幼虫の一過性の肝内寄生を示唆するもの とい

え る所見であ る.

本吸虫の肝内寄生がはか らず も見出された

No. 1及 びNo. 2は 高度広汎な る腸粘膜の荒

蕪が特に著 し く高度の衰弱に陥つていたので,

本吸 虫の肝内 異所寄生 の誘因 として飢餓を 考

慮 し,動 物 の1群 に実 験期間中1乃 至3日 の

人為的飢餓 を施行した.そ の結 果8例 中3例

(No. 9, No. 12, No. 16)に 於 て 本吸 虫の

肝内寄生が実 証 されたのであ るか ら,実 験 期

間中の飢餓 は本吸虫の肝内寄生への促進的因

子 として作用す るもの と解 される.

尚本吸虫の肝内異 所寄生例5例 はいずれ も

本吸虫の比 較的多数寄生例で あ つた(No. 1

: 82隻, No. 2: 53隻, No. 9 52隻, No.

 12: 38隻, No. 16. 42隻).

肝内に寄生せ る本吸 虫の運命に就ては健全

な る成 虫が肝内に実 証きれ てい るのであるか

ら,本 吸虫は肝内で も一定期間生棲 し得 るこ

とは明白であ るが,本 吸 虫が肝に於て強 い胆

管刺戟性を有 し,肝 間質及 び実質の高 度広汎

な る化膿性並に懐死性炎 を招来 す るので,肝

は この吸 虫の安住 の地 とは考え難い.故 に こ

の吸虫は肝に病変を惹 起 した後死亡す るか,
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または肝外に脱 出を よぎな くされ るものであ

ろ う.

本吸 虫寄生に基 く肝病変はNo. 1, No. 12

及びNo. 16に 於 て化 膿 性 滲 出性 胆管炎並に

胆管周囲炎,波 及性肝実質炎並に門静脈炎,

小葉内孤在壊死巣の発生, No. 2及 びNo. 9

に於ては線維性増殖性間質炎,虫 卵結節形成

を主体 としてい る.滲 出炎型 と増殖 炎型 とは

部位に よりては移行像 が認あ られ るので,両

者は病変の時期的相 違に基 くもの と解 され る.

有吉(1926)5)は 家兎を用 いて 肝 ヂス トマ

症の実験病理学的研究を行い,そ の実験成績

と文献上に表われた胆管 内寄 生 吸 虫類 数種

(Clonorchis hepatica. Fasciola hepatica, Opis

thorchis felineus, Distomum campanulatum)

によるそれぞれ の肝病変 との比較検討を行い,

① 胆管 の拡張及 び炎症並に上皮 の腺腫様増殖,

② 胆管周囲炎,③ 細胆管新生,④ 門脈枝周囲

炎,⑤ 間質に於 け るリ ンパ球の浸潤あ る結合

織の増殖,⑥ 肝細胞の壊死,変 性,圧 迫,離

開,萎 縮,消失 並に小葉 の変形,⑦ 中心静脈

壁 の肥厚,⑧ 欝血,腹 水,黄 疽等の主要病変

に於て各々の病変がそれぞれ共通 してい るの

で,肝 胆管内寄生吸虫類はその種類の如何に

係 らず人類並に動物に殆 ど同一の 病変を起す

ものな りと主張 し,且 該病変は従来の各障肝

硬変症 とは明かに区別 され る一種独特の所 見

を呈す るもの とし,吸 虫寄生性 肝硬変症 と命

名 してい る.本 吸 虫寄生に基 く肝病変を有吉

の列挙せ る主要所見 と比較す るに,増 殖 炎型

に於ては中心静脈壁の肥厚を欠如 し,腹 水,

黄疽が出現 しなかつた ことが 柵 くしているが,

その他 の点では一脈相通ず るものが多い.然

し滲出炎型に見 られ る如 き胆管 を中心に惹起

された高度広汎な る化膿性並に壊死性胆管炎

並 に胆管 周囲炎は明 かに本 吸虫の肝内寄生 に

基 く特種 な病変 と看做 し得 るもので,通 例の

肝寄生吸 虫類では認め難い所見であ る.

胆管炎を中心に惹起された肝間質及び実質

の化膿性並に壊死性炎は成虫又は虫卵の直接

の機械的傷害或はその新陳代謝産物によるも

のの他,病 巣部に菌塊が認められる場合があ

るのて,虫体 に随伴 した腸内細菌の 繁殖が参

与 した もの と解 さわ る.

小葉内孤在壊死巣の発生殊に網状巣の成立

は興味深き ところである.網 状巣の発生機転

は総輸胆管結紮家兎を用いて深 く追求 された

ところであ るが17)19),未 だ諸説が存し帰一す

るに至 らない.本 吸虫の肝内寄生により発生

した網状巣は血栓門脈炎による循環障碍性壊

死 巣と解 され る.即 ち本巣は一定の門脈枝の

末梢流域に限局 して発生 し而 もその門脈枝は

高度の炎症像を呈す るを通例 とす る(附 図15,

 16).

本吸虫の虫卵結節には虫卵を中心 とす る滲

出性及び増殖性炎があ り,結 節内に変性又は

壊死肝細胞を包含す ることは注 目され る.こ

れは異物性 の分劃線が虫卵 よ りはなれては じ

まるため と思考 され,第 Ⅰ型に見られ る如き

結節内部の乾酪化は恐 ら く多数の卵子の毒素

放出に よるもの と推考 され る.

好酸球 の浸潤は虫体又は虫卵介在局所の病

巣に殊に著 し く,本 吸虫寄生に基 く肝病変と

密接な る関係を有するものであ るが,虫 卵結

節病 巣に於 てす ら全.く認められないことがあ

る.従 つ て一般に寄生虫と好酸球 との関係に

就 て言われている如 く11),特 異的なものでは

な く病巣の程度又は時期に左右され るものと

解 される.

尚本吸 虫の肝内寄生が見出されなかつた実

験動物 の一部に も軽微な肝傷害が認められて

いる.こ れは腸管 内に寄生せ る虫体 より発生

せ る毒素又はその新陳代謝産物が腸管より吸

收 され門脈を経 て肝に 達 し作用する可能性も

考慮 され るが,主 に高度の腸管病変に随伴す

る反応性変化 と思われ る.

以上要するに私は本実験に より本吸虫に於

ては勿論Echinostoma科 吸 虫 類に於て広 く

腸管内寄生吸虫類に於ても未だ全 く未知の新

事実に属す る本吸 虫の肝内寄生を明かに立証

し,又 本吸虫の肝 内寄生は特殊な要因の下に

総輸胆管を経 由して二次的に移動す るもので

あ ることを明かにした.他 方本吸虫の肝内寄

生に基 く肝病変に就て も注目される所見を得
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たのみでな くそめ発生機転を も概ね明かにな

し得たものである.

Ⅴ.　結 論

1.　 Echinostoma cinetorchisは 宿 主 の 肝

内胆 管 に 寄 生 す る場 合 が あ る.

2.　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内 寄 生

は総輸 胆 管 を 経 由 し て 成 立 す る.

3.　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内 寄 生 は

宿主 の飢 餓 状 態 に よ り誘 発 され る.

4.　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内 寄 生 は

腸管 内比 較 的 多 数 寄 生 例 に 招 来 さ れ る場 合 が

多い.

5.　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内 寄 生

に基 く肝 病 変 は

① 成 虫 の肝 内 胆 道 寄 生 に よ る直 接 の 機 械 的

傷害,② これに随伴する細菌感染に よる胆管

炎及び周囲の間質炎,③ 波及性肝実質炎並に

門静脈炎,④ 肝細胞群の循環障碍性壊死並に

二次性化膿巣形成,⑤ 虫卵を中心 とす る滲出

性並に増殖性炎等に類別す ることが出来 る.

但 し黄疽は実験の全経過を通 じ発生を見なか

つた.

(昭和29年2月1日)

本論文の一部は第42回 日本病理学会総 会(昭 和28

年4月)に 発表しその要旨を日本病理学会会誌42巻

総会号に掲載した.

稿を終えるに臨み終始御懇切なる御指導 と御校閲

を賜つた恩師田部敎 授(現 ・名誉敎 授)に 深謝する

と共に御校閲下 された妹尾敎 授,小 田助敎授並に材

料集蒐に御協力下された岡山県井原市衛生課に対し

感謝の意を表する.

附表:　実 験 成 績 一 覧 表

± 極めて軽度　 十軽度　 〓 中等度　 〓 強度 〓 極あて強度
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Department of Pathologie, Okayama University. Medical School 

(Director Prof. Dr. H. Tanabe)

Experimental Studies on the Pathogenicity of

 Echinszostoma cinetorchis

Report II

Heterotopic parasitism, Echinostoma cinetorchis in the Liver

By

Kenji So

In the previous paper the author reported the pathological studies on the animals

 affected by Echinostoma cinetorchis with some endemiological observations presenting the
 fundamental knowledge on the pathogenicity of this worm. The purpose of this paper is

 to reveal the mechanism of heterotopic parasitism of this worm and pathologic changes in

 the liver which have been found unexpectedly on the two cases of affected animals as
 introduced briefly in the previous paper. The experiments revealed the mechanism of this

 curious heterotopic parasitism of this intestinal parasitic trematoda , i.e. 1. Repeated feeding

 of metacercaria proved that this worm acutually can invide into the liver (passing through

 the common bile ducts) and grow in the intrahepatic ducts. 2. The feeding test proved
 that the worms invide more frequently into the liver of starved animals than of those of

 normally nurished, indicating the starvation gave a better condition for the invasion into
 the liver. 3. On the other hand , the massive parasitism in intestine also caused frequent

 intrahepatic invasion, though the massive feeding of metacercaria not always resulted in the
 massive intestinal parasitism.

The pathologic changes seen on the attacked liver are summarized as follows . 1, The
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defect or desquamation of the epithelium of the bile ducts surrounding the worm body,
 which will be the results of mechanic injury given by the parasite. 2. Generallized

 cholangitis and pericholangitis which would be induced by the mechanic injury followed by

 bacterial infection. This was accompanied by the inflammatory changes of the parenchym

 and the vessels of pfortal system. 3. Focal necrosis of the liver cells caused by the

 secoundery induced disturbances of circulatory system which developed to the purulent foci

 elswhere. 4. Exsudative and proliferative inflammation on the tissues surrounding the eggs

 of the worm.
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宗 謙 治 論 文 附 図(一)

第1図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内 寄 生(No. 1)

A特 有なる頭冠,刺 棘を有す る成虫 B胆 管の機械的破壊並に炎症 C波 及性炎症像を呈す る肝小葉

第2図a 第2図b

細 小 胆 管 内 に 介 在 せ るEchinostoma cinetorchisの 虫 卵

第3図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生 例(No. 2)の 肝 組 織 像

胆管並に潤 管 の新生 増殖

第4図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内 寄

生例(No. 2)の 肝 組織 像

細胞浸潤を伴つた小葉問結合織の増殖
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宗 謙 治 論 文 附 図(二)

第5図　 被嚢 幼虫投与後無処置群例

(No. 8)の 肝組織像

胆管周囲の細胞浸潤

第6図　 被嚢 幼虫投与後無処置群例

(No. 4)の 肝組織像

小葉内の限局性壊死巣(↑ 印)

第7図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生例(No. 16)の 肝 組織 像

A虫 体 B胆 管 C肝 小 葉

成虫の胆管内介在による著明な胆管炎並に胆管周

囲炎

第8図　 Echinostoma cinetorchisの 肝内

寄 生例(No. 16)の 肝 組織像

虫卵 を中心に惹起された滲出炎

A細 小胆管に介在する虫卵　 B門 脈枝　 C肝 小葉

第9図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生 例(No. 16)の 肝 組 織像

A胆 管炎並に胆管周囲炎及 び波及性門静脈炎

　B小 葉内孤在壊死巣

第10図　 Echinostoma cinetorchisの 肝内

寄 生例(No. 9)の 肝 組織像

虫卵(↑ 印)を 中心とす る肝間質及び実質の増殖

性炎
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宗 謙 治 論 文 附 図(三)

第11図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生 例(No. 9)の 肝 組 織 像

虫卵結 節第 Ⅱ型

第12図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生 例(No. 12)の 肝 組 織 像

虫卵(↑ 印)を 中心に惹 起 され た滲 出性 胆管 炎並

に胆管 周囲炎

第13図　 被嚢幼虫投与後飢餓施行群例

(No. 11)の 肝組織像

胆管炎並に胆管周囲炎

第14図　 被嚢 幼 虫投与後飢餓施行群例

(No. 14)の 肝組織像

胆管周囲の細胞浸潤

第15図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生 例(No. 1)の 肝 組 織 像

A小 葉内孤在壊 死巣 B門 脈 枝

第16図　 Echinostoma cinetorchisの 肝 内

寄 生例(No. 1)の 肝 組 織像

小葉内孤在壊死巣の初期像
A小 葉間静脈炎　 B壊 死過程にある肝細胞群

　C健 常肝細胞


